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✓混合堆肥複合肥料の機能性

・化成+堆肥区よりも、混合堆肥区のほうが pHが変動しにくい

・化成+堆肥区よりも、混合堆肥区のほうが 石灰・苦土が流亡しにくい

・化成+堆肥区に比べ、混合堆肥区では施用有機物あたりの
可給態窒素の蓄積量が高い

・牛ふん＞豚ふん＞化成の順に土壌が柔らかく保たれる
総堆肥施用量の少ない混合堆肥区でも土壌を柔らかくする効果を確認

・混合堆肥区では、連用することで収量が安定化する傾向が見られた

総堆肥施用量が少なくても、一定の土づくり効果があることを確認！

自社試験研究農場での連用試験（結果まとめ）
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✓混合堆肥複合肥料の機能性 pH変動抑制

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

作付前 １作後 ２作後 ３作後

ｐH

堆肥＋化成の平均

エコレット平均

化成肥料

混合堆肥区は、ｐHの変動が少ないとの報
告事例が多い

試験区 作付前pH 1作後 2作後 3作後 pH変動

堆肥＋化成の平均 5.9 5.7 5.4 4.5 ‐1.5

エコレット平均 6.0 5.6 5.5 5.0 ‐1.0

化成肥料 6.3 5.6 5.2 4.7 ‐1.6

混合堆肥平均

混合堆肥平均
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✓混合堆肥複合肥料の機能性 可吸態窒素・土壌硬度

混合堆肥区は可給態窒素蓄積量・土壌物理性（硬度）ともに、
総堆肥施用量が少ないにも関わらず、堆肥＋化成肥料区と同等
の結果を示した。

可給態窒素（連用8作目までの結果） 土壌硬度（連用4年目の結果）

硬

軟

大

小

「混合堆肥区(堆肥換算300kg/10a･年)」「堆肥（1t/10a・年）+化成肥料区」「化成肥料区」を設け、
それぞれ4年（10作）連用した際の土壌物理性・化学性を比較した結果。

混合堆肥区 混合堆肥区
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✓混合堆肥複合肥料の機能性 生育・収量の安定

混合堆肥の各種効果（下記）により、収量の安定に繋がったと考えられる。
1）窒素・リン酸・カリの利用率向上
2）可給態窒素量の増加・土壌物理性の改善・根張りの向上
3）土壌化学性（pH・EC）の安定

2019年ジャガイモ収量 2019年キャベツ平均重

ポイント！
2017年1作目の連用開始
時では、堆肥施用の影響を
大きく受け、牛糞堆肥＋化
成、豚糞堆肥＋化成で収
量が高かったが、連用を重
ねるにしたがい、高度化成
区を除き収量が安定する傾
向が見られた。
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✓混合堆肥複合肥料の機能性
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✓混合堆肥複合肥料の機能性

生育初期の激しい降雨により、化成肥料区は生育低下するも混合堆肥区は影響
がなく、収量指数に大きな差異が発生
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✓混合堆肥複合肥料の機能性
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✓混合堆肥複合肥料 愛用者の声



関東工場生産（ペレット造粒）
東日本エリアにて販売～特長ある商品を先行販売～

✓指定混合肥料
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【特長】
①牛ふん堆肥を主体に、化成肥料、土壌
改良資材等を配合してペレット化。

②配合規制の緩和を活かし、作物、地域に
合わせた様々なコンセプトの商品を展開。

③2021年3月の販売開始以降、多くの地域、
産地で取り扱いが決定し、実績拡大中。

堆肥処理に課題を有する地域から発生する堆肥を
活用し、当該地域・作物に適した肥料を開発。
その肥料を当該地域で循環流通させる取り組みも
検討中。



ペレット製造工程（牛ふん堆肥活用）
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堆肥受入

畜産農家

ハウス予乾

原料投入 原料計量

原料混合

（水分30％前後に乾燥）

堆肥を主体に様々な
原料を混合

ペレット化

（ペレット造粒模式図）
乾燥・冷却

篩別

計量・包装

パレット積み
（倉庫へ）

✓指定混合肥料の生産工程
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✓朝日アグリアが求める堆肥について

耕種農家が求める堆肥 ＝ 完熟堆肥
肥料メーカーが求める堆肥 ＝ 粒状加工し易い堆肥
※一定程度、発酵している必要はありますが、完熟堆肥である必要はありません。

【朝日アグリアの堆肥選定基準（ポイント）】
①堆肥の物性
水分：低い方が粒状加工の際の配合調整が容易、高いと運搬性も悪い
粒度：なるべく細かいほうが望ましい

大きい塊、木片（粒度の大きな副資材）などがあると粒状加工
し難く、機械に詰まる等のトラブルの要因に

②異物の混入
堆肥以外の異物（金属、石など）が多量に混入していないか？

③肥料法
特殊肥料（堆肥）としての届出をしてあるか？
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✓堆肥の地域循環の取り組み

JA佐久浅間（長野）との連携
【背景（課題）】
〇農家の高齢化、労力不足による堆肥の散布量低下

〇肥料価格高騰

〇みどりの食料システム戦略・SDGｓの取り組み



堆肥以外の地域資源の活用も積極的に進め、化学肥料の原料に係る国際市況の
影響を受けにくい肥料の開発を目指す。
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地域資源 もみ殻燃焼灰 もみ殻炭 木質燃焼灰 キノコ廃培地燃焼灰 下水処理場リン酸回収物

原料の種類 特殊肥料 特殊肥料 副産肥料
(動植物質燃焼灰)

副産肥料
(動植物質燃焼灰)

副産肥料
(りん酸含有物)

発生元
研究相手

JAいみず野
もみ殻循環プロジェクト GHG削減プロジェクト

バイオマス発電施設
（大手建築機械メーカー）

（大手ゼネコン）
(長野県内JA) 行政機関

(大手建築資材メーカー)

狙い もみ殻有効活用
ケイ酸肥料代替

もみ殻有効活用
GHG削減

ケイ酸肥料代替

木質燃焼灰有効活用
リン酸・カリ肥料代替

キノコ廃培地有効活用
リン酸・カリ肥料代替

下水からのリン酸回収対策
リン酸肥料代替

進捗
（商品化見込） 2022年度商品化 2023年度商品化 2022年度商品化 2022年度商品化 2026年度商品化

✓堆肥以外の地域資源活用の取り組み



ご清聴ありがとうございました。

2022年9月13日
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